































































































































European Initiative－ＣＥＩ）」、「黒海経済協力（Black Sea Economic Cooperation－ＢＳＥＣ」、



















































































































































































































































































































































































































































39％であったが、25ヵ国になった2004年には約46％になっている。AEBR position paper on the European
Commission’s Second progress report on economic and social Cohesion of 30 January 2003（COM（2003）34 final）
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Keating（eds.）, European Union and the Regions, Ckarendon Press, 1995, p.48.
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ＮＵＴはNomenclature of the Unit for Territoryの訳語で、ＥＵにおける国家の中の地域の広さによる分類
であり、大きい方からＮＵＴⅠ、ＮＵＴⅡ、ＮＵＴⅢに分けられる。ＮＵＴⅢは基礎的自治体レベルであ
る。





17 Communication from the Commission to the Member States of September 2004 laying down guidelines for a
Community initiative concerning trans-European cooperation intended to encourage harmonious and balanced
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系企業への就労、通商が多くなっている。 V skedky sociologické vyzkumu, Názoru a postoju obybatel
pojarni ních oblasti  eské republiky sousedicích se saskem a bavorskem k n mecku a sudetské otázce, Ústí nad
Labem,  íjen 2003, p.24.
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本稿では議論していないが、この手法では、ＮＧＯや企業などが主体となったガバナンスが住民の民意
を反映しているものかどうか、民主主義の正当性とのせめぎ合いという問題があることを指摘しておき
たい。
付記
①　本稿は環日本海学会国際シンポジウム「越境地域経営と地域主義」に提出した原稿に加
筆したものである。
②　本稿は野村学術振興財団の研究助成プロジェクト「1990年代の地域的変容と地域再編へ
の課題」、および平成16年度山形大学人文学部研究支援プロジェクト「地域的公共性と地域
的ガバナンス」の成果の一部である。記して謝意を表する。
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67－ －
